
短
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仁
楡
会
札
幌
病
院
で
は
、
前
立
腺
肥

大
症
で
「
接
触
式
レ
ー
ザ
ー
前
立
腺
蒸

散
術
」（
Ｃ
Ｖ
Ｐ
）や「
経
尿
道
的
水
蒸

気
治
療
」（
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
）の
低
侵
襲
治
療

を
導
入
し
て
き
た
。さ
ら
に「
経
尿
道
的

前
立
腺
吊
り
上
げ
術
」（
ウ
ロ
リ
フ
ト
・

Ｐ
Ｕ
Ｌ
）
を
年
内
導
入
の
予
定
だ
。

　

こ
の
治
療
は
、
前
立
腺
の
組
織
を
切

除
せ
ず
に
、
専
用
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を

用
い
て
尿
道
を
圧
迫
す
る
前
立
腺
組
織

を
外
側
に
引
き
上
げ
、
尿
の
通
り
道
を

広
げ
る
治
療
。
前
立
腺
組
織
を
切
除
・

焼
灼
し
な
い
た
め
出
血
が
少
な
く
、
身

体
へ
の
負
担
が
少
な
い
。
早
期
に
排
尿

症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
、
従
来
の
手
術

と
比
べ
短
期
入
院（
２
、３
日
程
度
）で

済
む
。
術
後
は
勃
起
障
害
や
射
精
障
害

が
発
生
し
に
く
く
、
性

機
能
を
温
存
し
や
す
い
。

 

「
身
体
へ
の
負
担
や
入

院
期
間
、
治
療
後
の
性

機
能
へ
の
影
響
な
ど
に

不
安
を
感
じ
、
治
療
を

た
め
ら
う
患
者
さ
ん
も
少
な
く
な
い
。

年
齢
、
健
康
状
態
、
生
活
背
景
、
そ
し

て
患
者
さ
ん
の
希
望
を
十
分
に
考
慮
し
、

一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
治
療
を
選
択
し

て
い
ま
す
」
と
丸
晋
太
朗
理
事
長
。

　

ち
な
み
に「
ウ
ロ
リ
ス
ト
」は
、
比
較

的
小
さ
な
前
立
腺
に
適
用
に
な
る
。
大

き
な
前
立
腺
に
つ
い
て
は
、前
述
の「
Ｃ

Ｖ
Ｐ
」
や
「
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」
が
適
用
に
な
る
。

 

「
今
後
も
新
治
療
を
積
極
的
に
検
討
し
、

安
全
性
を
第
一
に
、
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
向
上
に
つ
な
が
る
、
よ
り
良
い
医
療

の
提
供
を
目
指
し
た
い
」（
丸
理
事
長
）


